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1　 は じめ に

　実験 に 必 要 な低温 は ， ド ラ イ ア イ ス や液体

窒素 な ど で 得 る こ とがで きる。 しか し， ドラ

イア イス や液体窒 素に は，取扱 い や保存が難

し い ， あ る い は ， 地 域に よ っ て は入 手が 難 し

い な どの 問題 点がある。そ の ため，氷 な どと

混 ぜ合わ せ て 低温 を作 る寒剤 には ， 実用上 の

価値 が ある と思われ る 。本論で は ，主 に融雪

剤に つ い て，寒剤 と して の 性質や教材 として

の 可能性 に つ い て 論 じる 。

2 　 目的
　低温 を必 要 とす る実験 と して ，本研究で は

エ タ ノ
ー

ル を利 用 した拡散霧箱に着 目 した 。

通 常用い られ る ドライ ア イス の 代 わ り に 容易

に使用 で き る寒剤 とそ の 性 質 を探 る こ とを目

的 とした （図 1 ）。
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　寒 剤 と し て ，塩 化 カ ル シ ウ ム 6 水 和 物

（CaCI・
・6H ・O） と塩 化 マ グネ シ ウム 6 水和

物 （MgCl2 ・6H20） に つ い て 検討 した 。　 CaCl2
・6H ，0 は 高価で ある た め ，融 雪剤 の 塩化 カ

ル シ ウ ム 2 水 和物 （CaCl ，
・2H 、0 ）か ら精製

し，使用 し た
’1
。また ，MgCl2 ・6H20 も融雪

剤を使用 した。

3　 方法

a 氷 は電動か き氷器で細か くする。
b 細か くした氷 100g を断熱効果 の あ る容

　 器 （発 泡 ス チ ロ ー
ル の 器 〉に入れ ，そ の

　　上 に寒剤 を入 れ た後 ， プラ ス チ ッ ク の ス

　　プー
ン で素早 く混ぜ 合わせ る。

　c 　温 度を水銀 温 度計 及 び K 熱電対 で 測定す

　 　 る。

　な お ，寒剤は冷蔵庫で 0 ℃ に冷却 した も の

を使用 し ， 測定 は 室温 （20 ℃） で 行 っ た。

4 　結 果

　 CaC12 ・6H20 と氷 とを質量 比 58．8 ： 4L2 で

混ぜ 合 わせ た場 合，共融点 は
一 549 ℃ で あ

る 。 ま た ，
MgCl 、 と氷 と を質量比 27 ： 100 で

混ぜ 合 わ せ た場合，共 融点 は
一 33．6 ℃ で あ

る。O．5　mm 以 下 の 粉末 に した CaC12 ・6H20
143g と氷 100　 g とを混ぜ合 わせ た 結果 ， 最

低 温度 は
一

　50．5 ℃ を記録 した。また，0．5  

以下の 粉末 に した MgCl ・
・6H ，083 　g と氷 100

g とを混ぜ 合わせ た結果，最低 温度 は一 37．8
℃ を記録 した。な お ，粉末 に して い な い 製品

状 態 の MgCl ・
・6H ・0 （直径 2 

〜 6mm の 粒

状） を使用 した場 合 ， 最低温 度は
一 36．5 ℃

を記録 し た。

5 　考察
　CaCl 、

・6H 、O を使用 し た場合 に 放射線 の 軌

跡 を観察 で きる こ とは確認 ずみ で ある
2匸
。た

だ し，CaC12・6H20 は精製が必 要 で あ り，融

点が低 い ため ， 高温 ，高湿度の 環境下 で は取

扱 い が難 し い
。

一
方，MgCl2 ・6H20 は ，

　 CaC12
・6H20 ほ ど低 温は得 られ ない もの の ，融雪

剤を精製せ ず に使 用す る こ とが で き ， 取扱 い

も比 較 的容易で あ る 。 ま た，製品の 状態 の ま

ま で使用 し て も霧 箱で の 放射線 を確認 す る こ

とが で きた 。 以 上 の よ うに ， 融雪剤 を寒剤 と

し て 利用す る こ と は 教材 と し て の 可能性 を広

げる も の と思われ る 。
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